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先
日
、
さ
そ
わ
れ
て
韓
国
へ
訪
書
の
旅
を
し
た
。
高
麗
大
学
で

は
、
い
は
ゞ
当
然
の
事
な
が
ら
、
韓
本
と
唐
本
の
量
に
圧
倒
さ
れ
、

ソ
ウ
ル
大
で
は
新
築
の
奎
章
閣
の
書
庫
に
、
偉
容
と
し
か
形
容
出

来
な
い
韓
本
の
集
書
に
堪
能
し
、
又
、
旧
京
城
帝
大
の
書
庫
が
そ

の
ま
A
タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
に
封
印
さ
れ
た
よ
う
な
現
場
を
目
の

前
に
し
て
「
旧
帝
大
文
学
部
に
お
け
る
蔵
書
の
性
格
と
分
類
の
実

際
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
が
た
ち
所
に
書
け
そ
う
な
気
分
を
味

わ
っ
た
。
更
に
ソ
ウ
ル
に
は
例
の
憎
い
死
番
虫
の
奴
が
い
な
い
と

い
う
、
極
め
て
興
味
深
い
事
実
に
も
気
が
つ
い
た
。
ホ
コ
リ
は
積
っ

て
も
、
虫
損
を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
は
、
九
州
の
よ

う
な
高
温
多
湿
の
地
か
ら
見
れ
ば
、
ま
る
で
和
本
の
天
国
で
あ
る
。

す
べ
か
ら
く
和
本
の
収
蔵
は
ソ
ウ
ル
に
於
て
行
う
べ
く
、
書
庫
を

廿
八

雅

通
俗
唐
鐘
旭
全
伝

語

中

野

俗

録

伍

敏

建
て
る
た
め
の

二
坪
地
主
か
三
坪
地
主
に
で
も
な
る
べ
き
か
等
本

気
で
考
え
た
く
な
る
程
で
は
あ
っ
た
が
、
と
ま
れ
、
そ
の
折
の
所

見
の
二
三
を
。

「
通
俗
鐘
旭
全
伝
」
大
本
三
巻
四
冊
、
天
明
五
年
序
刊
、
葎
園

主
人
訳
。
紺
色
表
紙
、
原
題
策
を
欠
く
為
、
内
題
に
従
う
。
ソ
ウ

ル
大
図
書
館
所
見
。

通
俗
モ
ノ
は
石
崎
氏
以
来
、
特
に
近
年
で
は
讀
本
研
究
の
盛
り

上
り
に
よ
っ
て
博
捜
さ
れ
尽
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
ま
だ

こ
ん
な
物
が
隠
れ
て
い
た
。

叙町

釦

糾

只

犬

獲

エ

ラ

レ

之

金

鱗

之

鴫

火

毘

剛

之

物

皆
然
也
此
非

〗ヵ
ノ
不
言
竺
不
[
ノ
可
冨

mス

之
自
然
也

是
ヲ

以
厨
幽
冥
之
悪
鬼
モ
一
タ
ピ
遇
畜
醤
竺
則
笠
モ
テ
贋

覆

或

ハ為
[

尉
一也
当
〗
是
時
ー
一
一
也
虚
皮
讀
見
忽
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冨
涙
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千
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杖

更

蕪
冨
戸
舞
[-
―之
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応
之
厨
玉
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於
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風
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旗
＿一

而
遺
＝
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辰

後

世

[-
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町
距
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鐘
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大
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無
冨
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釈
ル
町
扇
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童
子
モ
亦
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レ

コ
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ガ
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卿
厨
•
ル兒
女
之
玩

•
一叩

天

明

乙

巳

之

秋

葎

湖

俎

乙
巳
は
五
年
、
蒲
園
の
名
は
他
に
も
見
た
よ
う
に
思
う
が
、
今

思
い
出
せ
な
い
。
江
戸
の
人
で
国
字
解
モ
ノ
の
著
が
あ

っ
た
よ
う

に
思
う
。
こ
の
本
、
国
内
で
は
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
が
、
板
本

ゆ
え
流
石
に

「
割
印
帳
」
に
は
品
載
さ
れ
て
、
天
明
ヒ
年
一1
月
の

割
印
で

「
通
俗
肘
鐘
旭
全
伝
」
全
四
冊
、
堪
付
五
十

一
丁
。
著
者

名
は
蕉
園
山
人
著
と
誤
ま
る
が
、
板
元
図
出
し
は
前
川
六
左
ヱ
門

と
明
記
さ
れ
る
。
冊
数
、
暴
付
丁
数
も

一
致
し
、
題
は
目
録
俎
と

一
致
す
る
の
で
、
ソ
ウ
ル
大
本
に
は
FIJ
記

・
幽
付
を
欠
く
も
の
の
、

「
割
印
帳
」
の
品
述
が
そ
れ
を
補

っ
て
く
れ
る
。

巻
頭

n録
に
は

「
第

一
回
鐘
忠
夫
婦
化
園
遊
玩
」
か
ら

「
第

―-F
-1回
筒

焙

丘

辿

」
迄
、
浮
回
小
説
の
形
で
浮
姐
を
た
て
る

が
、
本
文
は

「
第
十
ヒ
回
秀
英
恋
死
」
迄
で
四
冊
を
お
え
、
以

下
は
後
編
と
い
う
事
に
な
る
。
鈍
恵
夫
婦
即
ち
鈍
旭
の
父
け
に
当

り
、
第
十
六
回
は

「
前
ぷ
巴
終
南
．＿」

の
回
で
、
御
存
知
鐘
旭
が

終
南
山
に
隠
れ
る
場
面
、
次
の
卜
七
回
は
そ
の
為
に
郷
里
の
恋
人

秀
炎
が
こ
が
れ
死
し
、
発
伯
し
た
鐘
旭
は
見
lJf
―一
番
日
の
成
紐
で

進
上
と
な
る
が
、

人
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文
京
如
皐

崖
王

一
、
三
馬

一
、
春
水

一
、
仙
果

一
、
金
水

―
-
、
京
伝

一、
員
顔

一
、
有
人

一
、
銀
鶏

九
、
種
彦

一
、
京
山

一
、
其
水

一
、
英
泉

七
、
焉
馬

一
、
種
員

二
、
三
孝

一
、
香
雪

ヽ ヽ

ソ
ウ
ル
大
本
か
ら
も
う
一
っ
。
題
葵
に
は
「
名
誉
の
ひ
き
ふ
だ
」

と
あ
る
半
紙
本
写
本
一
冊
。
そ
の
通
り
諸
家
の
報
條
の
写
し
で
、

類
書
は
多
い
が
総
数
六
十
篇
と
い
う
分
量
で
は
他
を
圧
し
て
い
る
。

内
訳
は
、

馬
琴
一
九

――-、五、

廿
九 鐘

旭
が
形
ノ
醜
ヲ
キ
ラ
ヒ
玉
フ
ニ
ョ
リ
鐘
旭
モ
亦
仕

ソ

7
ヲ

求

ズ

天

帝

ノ

命

ヲ

ウ

ケ

テ

天

下

ノ

妖

靡

ヲ

平

ゲ

冥

ギ

ソ

ミ

司
ニ
ュ
キ
テ
善
悪
ヲ
差
別
、
ソ
ー
百
六
地
獄

ヲ
メ
グ
リ
テ
鬼
ヲ

ャ

ッ

コ

エ

ガ
ク

奴
ノ
如
ニ
シ
タ
ル
ニ
ョ
リ
人
ミ
ナ
錐
旭
ヲ
画
二
鬼
ヲ
側
ニ
カ

キ
添
ル
ナ
リ
未
ダ
知
ラ
ズ
下
回
ヲ
キ
イ
テ
分
解
セ
ヨ

で
終
る
。
十
七
回
以
降
は
そ
の
地
獄
廻
り
を
趣
向
す
る
も
の
だ
が
、

刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
劉
斐
松
の
「
鐘
旭
全
伝
」
に
つ
い
て

は
全
く
知
ら
な
い
。

豊芥子の報條

と は し‘ う
う ち と ち
か 皮 粉
け

'-,... ね し,...—• は
ま を ま ち
と
め

西
馬

一
、
魯
文
八
、

豊
芥
子

一
、
風
来

と
い
っ
た
所
。
風
来
、
京
伝
、
焉
馬
、
三
馬
な
ど
の
大
物
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
六
部
集
」
「
ひ
ろ
ふ
神
」
「
狂
言
綺
語
」
な
ど
か
ら
抜

い
た
だ
け
だ
が
、
珍
ら
し
い
所
で
は
豊
芥
子
辺
り
か
。

長
唄
御
三
味
線
糸
所

豊
後

遊

ら

く

や

乍
禅
口
上
書
を
以
て
御
披
露
奉
申
上
候
豊
芥
子
述

抑
三
味
線
の
起
原
は
永
禄
年
中
琉
球
国
よ
り
伝
来
せ
し
と
い
ふ

事
は
、
不
申
と
も
各
々
様
方
能
御
存
じ
の
こ
と
な
れ
は
妥
に
略

し
、
如
斯
泰
平
の
御
代
の
楽
器
に
は
是
に
過
た
る
物
あ
ら
し
、

二
、

177 



十
二
律
四
季
の
調
子
も
夫
々
に
、
春
は
花
に
よ
り
秋
は
月
に
か

こ
つ
け
、
或
ひ
は
雨
雲
の
つ
れ
／
＼
に
も
、
此
三
筋
の
糸
の
音

色
に
よ
り
、
心
う
き
た
つ
楽
は
、
外
に
又
な
き
翫
架
と
、
好
の

道
よ
り
思
ひ
付
、
此
度
三
絃
の
、
糸
よ
り
細
き
世
わ
た
り
を
相

始
め
、
品
々
吟
味
仕
り
、
ト
ッ
チ
リ
ト
ソ
と
仕
入
い
た
し
、
箱

入
ま
た
は
小
賀
に
も
、
宿
糸
は
更
に
差
上
げ
ず
、
抜
一
一
上
り
の

上
調
子
、
高
音
は
「
高
値
」
に
響
あ
れ
ど
、
値
段
は
グ
ッ
ト
三

下
り
「
目
利
安
」
う
り
に
「
根
緒
」
引
下
ゲ
「
筒
掛
」
値
な
し
、

利
合
の
所
は
「
八
ツ
乳
」
の
皮
の
薄
く
と
も
、
「
糸
械
」
を
こ

な
す
が
第
一
と
、
申
す
が
若
し
や
空
言
な
ら
ば
、
「
転
診
」
様

よ
り
ど
の
や
う
に
、
御
「
撥
」
の
当
る
も
不
知
、
私
も
御
当
所

ち
ぷ
く
ろ

に
て
生
立
、
ま
た
「
乳
脹
」
の
幼
少
よ
り
「
塞
尻
」
の
し
り
を

す
ゑ
、
常
盤
津
の
松
の
齢
を
重
ね
、
富
本
清
元
の
磐
曲
、
あ
ら

た
に
開
く
梅
園
の
一
卜
ふ
し
も
、
流
れ
尽
せ
ぬ
「
海
老
尾
」
の

腰
の
曲
る
ま
で
、
御
馴
染
の
御
得
意
様
方
、
御
贔
厨
強
き
に
心

も
い
さ
み
、
「
駒
」
の
足
な
り
早
々
と
、
多
少
に
不
限
柳
な
り

と
も
、
御
用
向
被
仰
付
候
は
A
、
チ
リ
ッ
ン
で
お
の
つ
か
ら
、

行
末
は
「
糸
」
蔵
を
建
つ
ら
ね
度
、
御
取
建
と
思
召
し
、
御
風

聴
被
下
、
見
世
開
き
当
日
よ
り
御
「
弾
」
連
て
、
永
当
／
＼
御

豊
芥
子
戯
述

美
し
ま
屋
敷
遊
楽
屋
歌
正

美
し
ま
屋
敷
は
三
島
自
寛
の
後
裔
か
、
無
論
遊
楽
屋
は
そ
の
店

借
り
人
と
い
う
に
過
ぎ
ま
い
が
。

国
会
図
書
館
に
「
板
木
屋
印
語
」
と
仮
題
し
た
横
本
二
冊
が
あ

つ
て
、
そ
の
題
名
は
以
前
か
ら
気
に
な
つ
て
い
た
。
中
身
を
見
る

と
俳
諧
の
点
印
や
景
物
表
、
薬
種
や
菓
子
の
商
標
、
社
寺
の
守
札

や
、
米
屋
・
醤
油
屋
な
ど
商
店
の
屋
号
や
請
取
印
な
ど
な
ど
を
朱
．

墨
と
り
ま
ぜ
て
多
数
押
捺
し
た
、
い
は
ゞ
、
多
様
な
印
版
の
見
本

帳
の
如
き
も
の
と
い
え
ば
よ
か
ろ
う
か
。
収
載
さ
れ
る
印
面
か
ら

み
て
、
明
ら
か
に
名
古
屋
を
中
心
と
し
た
、
幕
末
の
も
の
と
は
し

れ
る
も
の
の
、
そ
の
正
式
の
氏
素
姓
や
原
題
と
い
っ
た
も
の
が
、

も
う

一
っ
窺
い
知
り
得
な
か
っ
た
が
、
今
度
の
韓
国
行
き
で
、
何

つ
て

世
仕
切
判
印
鑑
帳

呉
服
橋
御
門
外

光
来
の
程
偏
に
／
＼
奉
希
上
候
、
主
に
替
り
て
恐
身
／
＼
あ
ま
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と
か
見
％
が
つ
い
た
の
は
、
人
拳
の
功
徳
と
で
も
言
う
べ
き
か
。

ソ
ウ
ル
中
央
図
It1
館
蔵

「
仕
切
判
印
檻
帳
」
横
本

一
冊
。
背
は

9

中
製
、
平
は
布
製
で
、
背
に
は
マ
ウ
ソ
ト
を
四
本
叩
い
き
、
上
部
に

横
に

「仕
切
判
／
印
筵
帳
ー
と
．
行
行
、
F
部
に
同
じ
く

「
西
海
常
／

藤
樹
」
と
こ
行
、
何
れ
も
金
文
字
が
入
れ
て
あ
り
、
本
文
は
絣
手

の
伶
仕
り
紙
を
百
丁
ほ
ど
も
綴
じ
て
、
中
身
は
前
記
の
国
会
本
と
全

く
同
類
の
も
の
。
此
方
は
大
阪
中
心
に
お
A
か
た
西
国
筋
の
凡
て

に
及
び
、
中
に
は
官
庁
や
銀
行
の
川
印
も
あ
る
。
つ
ま
る
所
、
近

代
の
括
版
印
刷
屋
の
括
字
見
本
帳
に
先
駆
け
た
大
阪
の
印
版
歴
の

見
本
帳
な
の
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
江
戸
期
か
ら
大
手
の
印
版
屈
、

即
ち
板
木
屎
で
は
、
皆
こ
う
し
た
見
本
帳
を
手
元
に
備
え
て
、
柱

文
に
応
じ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
国
会
本
は
明
ら
か
に
そ

の
江
戸
期
の
も
の
で
あ
る
。
わ
か
っ
て
み
れ
ば
い
か
に
も
と
い
う

ば
か
り
だ
が
、
こ
れ
迄
殆
ん
ど
類
本
を
見
か
け
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
は
、
や
は
り
残
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
か
ら
に
は
違
い
な
い
。

珍
本
と
称
し
て
良
か
ろ
う
。

い誌
譴息

" " . ·~. ふi、・11,'ーや，戸a

国
会
本

「板
木
片
印
謂
」

じ
薗
ュ
凰

9
/〉

薗璽

＠ 令

封 封 対

ー

ヽ｀
 

．`
 

，
 

9

・

 

•&;• 

．
 
‘.
 

魯 g
 
贋

□

し
西
枇
杞
叫
／
a
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西
田
直
旋
に
は

「被
舎
没
宜
」
と
は
別
に

「
直
投
没
策
」
と
名

づ
け
る
も
の
も
あ
り
、
極
く
行
い
時
か
ら
い
ろ
／
＼
と
困
き
溜
め

た
も
の
を
、
蚊
後
に
取
捨
編
鉦
し
た
も
の
が

「被
舎
没
布
」
ニ
ト

巻
と
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
ソ
ウ
ル
中
央
図
じ
ぃ
館
蔵
の
万
本

「
直

投
没
咽
」
二
冊
は
、
そ
の
か
な
り
早
い
時
期
に
直
投
の
手
元
に
あ

っ
た
ト
が
確
実
な
：
本
で
あ
る
。

外
題
は
表
紙
左
府
に

「
直
投
没
箪
前
編
上

（
ド
）」

と
浪
淋
さ

れ
る
の
で
、
な
お
後
編
も
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。

ir分
の
自

序
が
あ
っ
て
成
吃
の
巾
情
を
何
が
し
か
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で

左
に
記
す
。

此
E
9
は
お
の
れ

ー
ば
か
り
の
背
よ
り
の
随
惰
な
り
も
と
反
故

の
う
ら
に
力
き
つ
け
た
り
し
を
こ
た
ひ
松
尾
直
与
に
か
く
は
か

き
あ
ら
た
め
さ
す
る
に
な
ん
ぢ
得
た
り
と
お
も
ふ
事
は
ま
れ
に

て
お
ほ
く
は
杜
撰
か
ち
な
れ
と
う
み
の

f
の
つ
き
／
＼
に
H
を

む
な
し
う
け
さ
ら
し
を
し
め
さ
む
と
お
も
ふ
の
み
也
い
に
し
頃

学
の
友
た
ち
と
い
ひ
あ
は
せ
咄
々
筆
話
と
い
ふ
も
の
梓
に
ち
り

は
め
し
時
も
や
か
て
此
没
布
の
中
よ
り
ひ
ろ
ひ
出
し
し
也
い
ま

出

一

直
投
没
咽
の
序

直
投
没
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よ
り
の
ち
か
の
箪
話
の
三
編
を
も
も
の
さ
む
時
は
ま
た
此
中
よ

り
と
り
い
た
す
へ
し
さ
て
心
あ
ら
ん
人
た
ち
の
披
き
見
た
ら
ま

し
か
は
皆
手
ち
か
き
事
と
も
に
て
爪
は
ち
き
し
て
わ
ら
は
る
ヘ

し
た
A
群
居
終
日
之
義
に
お
よ
は
す
あ
た
ら
日
を
お
く
り
く
ら

さ
む
あ
た
ら
な
ら
さ
る
ま
て
な
り
か
し
天
保
十
四
年
癸
卯
秋

八
月
三
日
さ
A
の
や
の
主
人
筆
を
柳
の
馬
場
の
館
に
と
る

天
保
十
四
年
は
直
養
五
一
歳
、
松
尾
直
与
は
被
舎
の
門
人
の
一

人
で
あ
ろ
う
が
未
詳
。

全
百
六
十
五
条
の
本
文
は
、
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
お
A

む
ね
随
筆
大
成
本
「
被
舎
漫
箪
」
の
巻
三
か
ら
巻
六
辺
り
に
お
さ

ま
る
。
但
し
共
通
の
条
で
も
見
出
し
題
の
変
改
や
、
本
文
の
異
同

が
目
立
つ
。
序
文
に
い
う
「
嬰
々
箪
話
」
は
、
こ
れ
も
既
に
随
筆

大
成
・
巻
五
に
翻
印
さ
れ
る
が
、
野
々
口
隆
正
編
に
な
る
直
養
・

信
友
・
諸
平
・
内
遠
・
春
郷
ら
十
二
人
の
学
友
の
考
証
随
筆
を
集

め
た
も
の
で
、
初
篇
一
冊
は
天
保
十
三
年
正
月
、
二
篇
一
冊
は
同

年
六
月
の
刊
。
直
養
の
文
は
初
篇
に
五
章
、
二
篇
に
二
章
が
採
ら

れ
て
お
り
、
何
れ
も
こ
の
「
直
養
漫
筆
」
に
入
る
も
の
で
あ
る
の

は
序
文
に
い
う
通
り
で
あ
る
。

本
文
は
匝
養
自
筆
で
は
な
い
の
で
、
序
に
い
う
所
の
松
尾
直
与

の
筆
だ
ろ
う
が
、
上
巻
末
に
は
、

人
し
て
写
さ
し
め
ぬ
れ
は
誤
い
と
お
ほ
し
見
ん
人
ゆ
る
し
給

へ

直

養

と
、
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
直
養
の
手
で
識
さ
れ
、
下
巻
末
に
も
同

様
の
識
語
が
あ
つ
て
、
そ
の
後
に
、

拙
著
目

一

金
石
年
表
板
完

一

根

元

考

完

一

被

舎

集

三

冊

一

直

養

漫

箪

二

冊

一

北

野

茶

記

完

一

古

典

文

粋

完

一

神

璽

考

完

一

四

天

王

寺

考

完

と
あ
つ
て
、
更
に
そ
の
後
に
、

西
田
氏
所
著
直
養
漫
筆
二
冊
自
加
装
禎
早

大
正
十
四
年
乙
丑
九
月
中
浣
若
樹
生

の
識
語
が
あ
る
の
で
、
そ
の
伝
来
は
明
ら
か
で
あ
る
。
小
倉
の
縁

で
林
若
樹
の
求
め
る
所
と
な
り
、
若
樹
文
庫
賣
立
て
の
際
、
海
峡

を
渡
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
尚
上
下
巻
共
に
、
巻
末
に
は
岡
熊
臣
、

石
河
正
養
、
福
場
広
渕
の
三
氏
の
署
名
が
連
書
さ
れ
て
お
り
、
岡
・

石
河
は
何
れ
も
津
和
野
藩
養
老
館
の
和
学
教
授
を
つ
と
め
る
者
、

181 



直
投
つ
い
で
に
、
か
つ
て
賑

U
の
も
の
の
ノ
ー
ト
あ
り
、
こ
A

に
出
す
。

大
本
．
冊
、
茶
表
紙
、
左
．
M
に

「
F
役
聞
見
録
天
保
四
年
之

作
」
と
渇
占
。
但
し
内
容
は

「
目
さ
ま
し
位
」
と

「
悔
上
篇
」
と

内
閣
し
た
、
若
干
大
き
さ
も
違
う
一
．
種
の
秘
本
を
合
綴
し
た
も
の

で、

「
西
田
文
川
」
の
蔵
占
印
も
あ
り
、
何
れ
も
紛
れ
も
な
い
直

投
自
布
の
も
の
。
表
紙
の
閣
は

「
油
上
篇
」
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し

く
、
あ
る
時
点
で

「
H
さ
ま
し
位
」
を
合
綴
し
た
も
の
と
思
う
。

「
口
さ
ま
し
雄
」
は
巻
頭
内
題
下
に

「
サ
サ
庵
上
録
」
、
尾
頻

ド
に
は

「
此
布
品
ハ
天
保
：
年
辛
卯
磁

ニ
カ
ケ
ル
ナ
リ
、
川
九
才
、

尤
／
役
中
ノ
随
布
ナ
リ
」
と
あ

っ
て
、
堤
付
――
じ
＇
五
丁
、

全
九
ト

出

直
液
随
下
続
紹

さ
す
れ
ば
幅
場
氏
も
恐
ら
く
律
和
野
藩

t
で
後
の
似
羽
災
静
か
、

そ
の
父
美
質
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
本
文
中
に
は
こ
の
三
氏
の
他
、

位
友

・
広
道
等
の
注
品
や
評
語
が
多
く
T
f
し
人
れ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
大
成
本

「
被
舎
没
箪
」
に
は
見
え
ぬ
も
の
が
多
い
の
も

胆
味
を
ひ
か
れ
る
。

直
泊
自
＾

「油
L
篇
」
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六
項
ほ
ど
の
漫
録
。
内
容
は
大
成
本
「
篠
舎
漫
筆
」
と
重
な
る
も

の
が
多
く
、
各
項
の
上
に
は
墨
筆
に
よ
る
圏
点
や
、
朱
筆
に
よ
る

△
や
数
字
の
書
き
入
れ
が
散
在
し
、
こ
の
草
稿
か
ら
更
に
書
き
抜

い
た
り
、
前
後
撮
り
合
わ
せ
た
り
し
て
、
「
篠
舎
漫
箪
」
の
定
稿

を
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
即
ち

前
掲
の
ソ
ウ
ル
中
央
図
書
館
本
「
直
養
漫
箪
」
の
も
う
一
っ
前
段

階
の
草
稿
の
一
部
と
い
う
べ
き
も
の
か
。
本
稿
が
天
保
二
年
に
成

り
、
「
直
養
漫
箪
」
が
同
十
四
年
、
そ
し
て
そ
の
後
、
現
在
の

二

十
巻
本
「
篠
舎
漫
筆
」
と
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
内
容
の
大
半
は

「漫
筆
」
と
重
な
る
が
、
見
え
ぬ
も
の
も
ま
A
あ
る
。

0

正
直
と
い
ふ
こ
と
に
ふ
た
つ
あ
り
正
直
と
い
へ
は
す
こ
し

セ
イ
チ

m
ク

は
お
ろ
か
に
み
え
正
直
と
い
ふ
時
は
潔
白
に
し
て
を
A
し

く
み
ゆ
る
也

0

男
女
の
陰
の
名
、
古
事
記
に
な
り
／
＼
て
な
り
あ
は
さ
る
所
、

な
り
あ
ま
れ
る
所
、
日
本
紀
に
を
の
神
め
の
神
な
と
あ
る
は
、

す
へ
て
理
り
も
て
い
ひ
た
る
に
て
、
さ
た
ま
り
た
る
名
に
あ

ら
す
和
名
抄
に
男
陰
を
へ
の
こ
女
陰
を
つ
び
と
あ
る
そ

憫
語
の
初
り
な
る
へ
し
と
お
も
ひ
し
に

霊
異
記
に
閑
握
と

あ
り
〔
て
、
い
ま
い
ふ
ま
ら
て
ふ
名
も
千
年
の
を
ち
よ
り

い
ひ
こ
し
も
の
な
り
か
し
ぼ
A
と
い
ふ
詞
は
い
ま
た
み
あ

た

ら

す

こ

は
記
紀
な
と
に
ほ
ど
と
あ
る
を
や
が
て
訛
り
て

ぼ
ゞ
と
は
い
へ
る
に
か
〕
宇
治
拾
遺
に
松
た
け
の
こ
と
き
も

の
ま
た
か
の
も
の
、
又
脳
乱
な
と
あ
れ
と
す
へ
て
形
容

せ
る
も
の
な
り
紗
に
甘
せ
と
あ
り
て
玉
門
の
頭
に
い
で
た

り
和
名
ヒ
ナ
サ
キ
と
あ
り
、
こ
は
い
か
な
る
も
の
に
や

〔
い
は
ゆ
る
つ
び
な
る
さ
ね
て
ふ
も
の
に
か
い
ま
た
考
へ

ず〕

な
ど
。

〔

「
海
上
篇
」
は
墨
付
二
十
五

T°

末
尾
に
、

こ
は
天
保
四
年
九
月
十
三
日
舟
に
の
り

関
に
か
A
り
し
よ
り
こ
の
か
た

同
十
四
日
赤
馬
か

十
一
月
廿
九
日
品
川
に
い

た
る
ま
て
の
筆
記
な
り
大
江
戸
に
て
の
事
は
ま
た
別
に
も

の
す
へ
し
旅
中
な
れ
は
草
稿
の
ま
A
に
て
、
た
A
箪
に
ま

か
せ
て
し
る
し
た
れ
は
ひ
と
つ
す
ち
お
な
し
事
と
も
打
ま

し
り
て
い
と
も
／
＼
み
た
り
か
は
し
け
れ
は
人
に
示

す
へ
き
物
に
非
す
ま
し
て
お
の
か
遊
興
の
こ
と
や
ま
た

公
の
嫌
疑
に
ふ
る
A
事
も
あ
ま
た
あ
れ
は

あ
る
。

実
に
帳
中
の
秘

〕
の
部
分
は
朱
箪
で
見
せ
消
ち
と
し
て
い
る
部
分
で

183 



書
と
や
い
ふ
へ
か
ら
む

天
保
四
年
十
二
月
朔
日
西
田
直
養
箪
を
神
門
邸
舎
な
る

僑
居
に
と
る
干
時
歳
四
十
一
天
保
五
年
三
月
添
削
ヽ
ソ
テ

一
本
浄
書
ス
此
稿
ハ
人
二
不
可
示
（
花
押
）

又
、
最
終
丁
裏
見
返
し
に
は
、

此
目
不
酔
草
東
行
筆
記
ノ
ニ
書
ハ

意
気
煉
概
ノ
論
説
ア
リ
テ

サ
ル

7
多
カ
ラ
ス
ト
セ
ス

テ
一
冊
ト
ス

余
牡
年
ノ
作
ナ
レ
ハ

今
ニ
オ
モ
ヘ
ハ
熱
中
二
堪
ヘ

今
萩
會
之
ヲ
敗
麗
中
二
得
合

居
諸
荏
蒋
巳
二
十
年
ノ
昔
ト
ナ
ル
今
ヤ
衰

老
日
ニ
セ
マ
リ
此
二
書
ヲ
見
ル
ニ
他
手
二
出
ル
カ
如
、
ソ

天
保
十
三
年
十
月
廿
一
日
采
箪
干
京
師
柳
巷
邸
舎
二
口
]

と
、
二
書
合
綴
の
由
来
を
述
べ
る
識
語
も
あ
る
。

「
海
上
篇
」
別
名
「
干
役
聞
見
録
」
「
東
行
箪
記
」
は
、
識
語

に
い
ふ
通
り
、
天
保
四
年
の
江
戸
祗
役
に
際
し
、
そ
の
途
次
の
鵬

目
を
何
く
れ
と
な
く
書
留
め
た
も
の
を
い
ふ
が
、
中
で
も
大
坂
は

十
月
廿
二
日
着
以
来
、
十
一
月
十
五
日
に
淀
舟
に
乗
る
迄
、
殆
ど

一
卜
月
半
の
滞
在
で
頗
る
記
事
に
富
み
、
そ
の
抜
書
の
み
で
も
極

め
て
面
白
い
も
の
に
な
り
そ
う
だ
が
、
別
の
機
会
に
し
て
、
そ
の

内
の
二
、

三
の
み
。

一
、
十
月
二
日
、
平
野
屋

一
統
へ
手
ヅ
マ
ヲ
振
舞
フ
、
春
吉
卜

云
至
テ
上
手
ナ
リ
、
芸
子
四
人
、
噺
方
太
鼓
持
五
人
出
ル

何
レ
モ
芸
者
ナ
リ
其
内
福
介
、
萬
八
卜
云
一
一
人
殊
二
妙
手

也
彦
•
平
•
安
三
人
来
会
ス
春
吉
第
一
ノ
芸
ハ
長
持
抜

也
長
持
二
入
テ
外
ョ
リ
錠
ヲ
オ
ロ
シ
封
ヲ
カ
ク
屏
風

ヲ
引
廻
、
ソ
姻
草
二
三

フ
ク
ノ
間
ニ
テ
屏
風
ヲ
取
レ
ハ
長
持

ノ
上
二
座
タ
リ
不
思
議
ナ
リ
跡
ニ
テ
於
岩
ガ
幽
霊
卜
云

7
ア
リ
坐
中
火
ヲ
消
、
ソ
灯
燈
ヲ
青
キ
火
ニ
テ
ト
ボ
ス

其
時
間
内
頻
リ
ニ
鳴
動
ス
幽
霊
ノ
声
色
ニ
テ
ホ
ノ
賠
キ
処

二
出
ル
勿
論
人
形
ナ
リ
黒
髪
ヲ
打
サ
バ
キ
白
衣
裾
細

ニ
テ
面
ハ
白
青
、
畳
ヨ
リ
三
尺
斗
リ
ニ
出
テ
天
井
ト
ッ
カ

ュ
ル
程
立
上
ル
ナ
リ
糸
ニ
テ
ツ
リ
テ
上
下
サ
ス
ル
ナ
リ

芸
子
ノ
属
ヒ
仰
天
肝
ヲ
消
、
ソ
狼
籍
ノ
体
一
典
ナ
リ
暗
キ

時
冠
緩
ヲ
ヒ
ク
ノ
興
モ
ア
ル
ヘ
シ
、
河
久
宅
ナ
リ

一
、
鴻
池
加
島
屋
此
両
家
ハ
旧
二
倍
ス
平
五
モ
旧
二
倍
ス

食
野
ハ
家
産
ヲ
失
フ
天
王
寺
屋
五
兵
衛
モ
近
年
衰
フ
ト
云

一
、
濱
方
ニ
テ
播
仁
至
テ
勃
起
ス
堂
島
数
万
家
ノ
金
卜
仁
兵

衛

一
人

肩
ヲ
比
ス
ル
ヨ
シ

（
マ
マ
）

一
、
高
池
栄
次
郎
来
話
此
人
未
夕
年
若
、
ソ
ト
雖
文
箪
ア
リ

184 



兼
疲
堂
ノ
事
竹
山
兄
弟
ノ
跡
ナ
ト
聞
タ
リ
シ
ニ
、
能
事
理

ヲ
弁
ス
今
ノ
中
井
ハ
篤
実
ノ
人
物
ニ
テ
、
頼
、
茶
山
ノ
風

ナ
シ
、
依
テ
名
発
セ
ズ
道
学
家
ノ
由
、
篠
崎
氏
今
ノ
主
人

ヲ
小
竹
卜
云
是
ハ
風
流
ア
リ
テ
詩
文
ノ
名
高
、
ソ
サ
レ
ト

モ
京
師
諸
名
家
ノ
比
二
非
ス
文
箪
雅
事
共
二
地
ヲ
払
テ
ナ

シ
ト
云
ヘ
リ
、
契
沖
・
尾
崎
・
中
井
二
子
等
ノ
後
磨
々
タ

ル
7
歎
ヘ
シ
〔
余
、
歌
ョ
ム
事
ヲ
知
テ
短
冊
ヲ
乞
片
書
ヲ

示
ス
余
和
漠
古
今
ノ
談
話
ヲ
セ
シ
ニ
博
覧
多
通
ノ
ヤ
ウ
ニ

思
ヒ
、
至
テ
余
ヲ
尊
信
ス
〕

一
、
当
地
ノ
豪
家
ノ
美
事
ハ
家
産
漸
々
二
衰
ソ
ト
ス
ル
時
、

無
用
ノ
道
具
ヲ
ハ
セ
リ
ニ
出
シ
テ
公
然
卜
之
ヲ
賣
リ
店
ヲ

畳
ミ
質
素
ニ
シ
テ
誠
二
窮
乏
ヲ
世
間
二
示
、
ソ
奄
モ
恥
ル

7
ナ
シ
因
テ
年
数
ヲ
運
ヒ
恢
復
ノ
事
多
、
ソ
上
ノ
身
代
下

二
不
落
シ
テ
中
ニ
テ
踏
留
ル
ナ
リ
、
吾
小
倉
ノ
風
モ
カ
ク
ア

リ
タ
、
ソ
頁
惜
ミ
ノ
弊
至
テ
悪
、
ソ

等
。
こ
の
時
の
直
養
の
大
坂
滞
留
は
、
藩
用
の
金
策
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

め
つ
ら
し
く
尊
書
被
下

拝
見
仕
候
如
仰
三
ッ
昔
、
ソ

拝
顔
不
仕
候
得
共
益

御
牡
健
御
座
被
遊
恭
悦

奉
存
候
然
者
玉
詠
井
二

御
箪
養
老
御
扇
子
御
め
く
み
被
下

千
善
万
悦
難
謝
尽
奉
存
候

去
年
六
十
御
賀
御
祝

被
遊
候
よ
し
千
状
万
歳

目
出
度
御
口
奉
存
候

欲
全
百
年
寿
と
申
御
題

め
つ
ら
し
く
奉
存
候
百
年
は

申
二
不
及
千
万
年
も
と
な
ほ
奉
祝

御
丈
夫
二
御
長
命
ヲ
い
の
り
候
て

お
齢
は
千
代
二

八
千
代
を

あ
ら
れ
餅
の

出

京
伝
手
紙

季
鷹
宛
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あ
ふ
ま
て

御
耳
の
少
し
遠
き
も

か
へ
り
て
よ
ろ
し
か
る
へ
し

鶯
の
ほ
と
A
き
す
の
と

め
ん
と
う
な
浮
世
を
き
か
ぬ

み
A

つ
く
そ
よ
き

浮
世
の
こ
と
を
と
い
ひ
た
け
れ
と
心
ア
マ
リ
テ

文
字
た
ら
す

御
一
笑
被
遊
可
被
下
候

且
又
拙
筆
―
二
枚

奉

差

上

候

み

A

つ
く
の
あ
ふ
き

こ
れ
も
一
握
さ
し
上
候
老
衰
仕

手
も
か
し
け
か
ね
て
拙
箪
の

う
へ
な
ほ
更
二
見
く
る
し
く
御
座
候

心
に
口
□

ほ
と

箪
に
か
き
と
り
か
た
＜

殊
に
月
迫
何
や
か
や
と
い
そ
か
は
し
く

お
梱
に

い
は
ほ
と
な
れ
と

右
は
昔
々
、
藤
園
堂
の
店
先
に
て
仕
入
れ
物
を
盗
み
読
み
し
た

も
の
、
今
は
ど
な
た
の
文
蔵
に
収
ま
っ
て
い
る
も
の
や
ら
。
懐
紙

二
ツ
折
に
認
め
ら
れ
る
。
空
白
ケ
所
は
藤
園
堂
主
人
と
額
を
寄
せ

て
苦
心
の
あ
げ
く
、
結
局
よ
め
ず
、
そ
れ
も
今
は
な
つ
か
し
い
想

い
出
で
あ
る
。

季
鷹
の
還
暦
賀
宴
は
文
化
十
年
九
月
十
六
日
に
円
山
の
端
寮
で

行
な
わ
れ
た
ゆ
え
、
本
甚
簡
は
文
化
十
一
年
京
伝
五
十
四
オ
の
師

走
の
筆
と
し
れ
る
。

還
暦
の
諸
家
賀
詠
は
、
十
一
年
三
月
、
半
紙
本
一
冊
「
季
鷹
縣

主
六
十
賀
宴
歌
」
の
題
で
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
巻
頭
に
「
欲
全

百
年
寿
」
の
賀
題
が
置
か
れ
て
い
る
。

申
上
残
し
候頓
首
々
々

京
伝

十
二
月
十
五
日

加
茂
大
人

拝
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こ
の
所
、
竹
枝
へ
の
「は
及
が
目
に
つ
く
の
は
、
太
平
の
兆
か
乱

世
の
朕
か
、
何
れ
に
せ
よ
文
連
隆
盛
の
あ
か
し
と
で
も
言
え
ば
言

え
よ
う
。
そ
の
尻
馬
に
乗
っ
て
み
る
。

「
此
岡
遺
礫
」
と
題
す
る
写
本

一
冊
、
大
本
堤
付
僅
か
ヒ
丁
。

「
千
悠
文
Jin」
「
掬
香
」
の
蔵
印
あ
っ
て
伝
来
は
知
り
得
る
が
、

作
名
は
詳
で
は
な
い
。
天
保
モ
殴

(+
三
年
）
三
月
天
外
仙
史
必

孝
繁
と
冴
名
す
る
序
あ
り

「
以
岡
遺
礫

一
巻
不
五
虹
作
者
姓
名

.

ill
四

此

岡

追

礫

予
往
至

江

都

閲

渾

購

得

古

T
土
＄
奴
冊
＇

斯
巻
亦
在

其
中

ー
ー
」

と
記
す
が
、
恐
ら
く
こ
の
天
外
仙
史
即
作
者
と
杓

え
て
よ
か
ろ
う
。
ヒ
絶
ニ
ト
首
、
即
ち
河

・
柏

・
池
ニ一
家
の
吉
厭

詩
を
集
め
て

一
内
と
な
し
た

「此
岡
錢
余
」
一

冊

（宮
沢
匹
山
編
、

文
政
九
年
序
刊
）
と
、
阿
部
裸
斎
抒
の

「
続
々
吉
原
詩
」
一

冊

（天
保
五
年
刊
）
を
継
い
で
、

続
吉
原
詩
を
企
て
た
も
の
と
い

ぅ
゜
「
モ
寅
季
朴
緑
川
外
史
代
り」
と
し
た
後
序

一
則
が
あ
り
中
に

河

・
柏

・
池
詩
及
び
続
と
の
諸
詠
に
関
す
る
品
随
の
言
あ

っ
て
、

当
代
人
の
評
語
と
し
て
面
白
い
の
で
、
本
編
は
何
れ

「
銚
子
竹
枝

詩
」
な
ど
未
翻
印
の
も
の
と
糾
め
て
太
平
内
屋
主
人
の
手
を
わ
ず

ら
わ
す
Jji
に
で
も
し
て
、
と
り
あ
え
ず
は
後
序
の

一
部
分
を
引
い

て
お
こ
う
。

四
家

＇（
河

・
柏

・
池

・
及
び
釘
疱
氏
）
風
裁
、
後
先
岬
映

．‘

未

い
知
孤

レ

カ
厩
‘

而
紀
述
之
間

、

猶
有
●
可
〗
叫
者． ‘

夫
均
ノク
足
姻
花
女
郎
也
、
而
其
間
品
格
相
去
不
レ
留

．古
壌
f

也
。
娼
家
其

L
ナル
者
百
葛
町
ぃ
又
名
：ク
大
衡
卜
、
次
7
Fl
.

半

鼠

、
又
名
：
雑
衡
●
、
次
ヲ
日
フ
惣
半
踊
●
、
又
名
？
小
術
●
‘

而
東
西
河
岸
、
小
格
戟
舗
、
Sl
竺

為
レ

ト
突
。

面
ノ
麓
品
、

コ
カ
フ
シ

t
IJ
、セ
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和
刻
本

「
太
平
御
党
」

；
千
巻
丘
卜
q

盃
皿
は
、
悩
府
医
学
館

教
諭
社
多
村
直
究
が
、
そ
の
家
迷
学
訓
堂
か
ら
印
行
し
た
も
の
だ

ill
五
活
字
版
太
平
御
覧
印
刷
之
人
謡

應

一
ー為
及
、
而
次
〗
之者
、
衡
妓
以
ド
、
又
各
1
レ
等、

其
品
格
既
喜
倅
力
.7
‘
則
其
梢
状
亦
随
又

厨

‘
1

八

丸

些
一名
妹
、
韻
擬
祈
磁
‘
脱
比
孤
旦
‘
牟
采
HJj
艶、

讐

誓

、

望

五

神

仙

免

見

、

則

其

梢

況

、

白

不

与

レ

他
同.

• 
7‘
而
能
伝
・
共
神
・
れ
、
唯
窃
斎
河
氏
、
独
得
[
り
之

突
、
池
氏
次

〗
之
二
、
猶

／
．9咤
影
麗
柏
氏
所
レ作
、
'
f
r
l

へ
ハ

喜
孤
有

〗除
、
而

言
へ
亙
―
ゾ則
不

レ足
．
フ

要
践
鳳
所
レ

児
‘
不
レ
可
レ
掩
フ
也
、
独
続
続
諸
詩
、
名
物
廿
件
、

1
マ
係
・

北
里

．‘
而
説
・・
情
態
．、幽
殊
卑
.,
l

格
．、
要
，根
律
音
羽
之

竹
枝
rル
耳
。
祝
:
1
之
忍
a
面

、

丸

必

ノ孟
称
ハ也
、
此
糾
作

者
其
ー
布
い懲
〗
於
此
灰
、
所

レ
.. 1
ぃ
皆
不
レ
出

於

五

街
一這
皿

之
外

1 —
‘
其

レ

猶
在

ル

於
池
柏
之
間

．
一
乎

と
。
必
ず
し
も
如
亭
を
褒
め
ぬ
辺
り
、
又

一
見
識
と
す
べ
き
所
も

あ
る
よ
う
に
思
う
。

，
 

活
宇
版
朱
栗
太
千
御
覧
刷
印
ノ
十
｛
意

一
太
平
御
覧
一
千
巷
目
録
卜
五
危
ハ
有
朱
一
代
ノ
盛

典
ニ
シ
テ
古
今
ノ
快
杏
多
ク
此
中
二
牧
載
ン
グ
レ

＾
低
宋
賢
ぷ
ヲ
論
ゼ
ズ
几
考
捩
J
學
二
志
ア
尼
モ

ノ
坐
右
ニ
―
本
ヲ
気
カ
ズ
ン
バ
有
ル
ペ
カ
ラ
メ々

然

ど
一
世
凹
一
刻
本
少

ク
且
巷
峡
浩
大
ナ
レ

バ
胎
抄

モ
叉
妥
カ
ラ

ズ
況
明
人
ノ
刻
木
活
宇
版
等
ア

レ
庄

文
字
正
シ
カ
ラ
ズ
近
時
消
八
ノ
倣
未
本
ア
リ
此
叉

舶

載

多

カ

ラ

ズ

今

我

邦

二

他

IV

所
ハ
令
浮
文
前

ノ
石
祓
ニ
シ
テ
此
本
ノ
枯
核
ナ
ル
奸
午
手
ノ
プ
ラ

直
｀

ー

一

座

汎

塗

鰐

，
’

i

i

i

.

9

J

ー

i
l

＿柘
可
料
屈

女
因

テ
拝
ク
世

二
他
布
メ
母
ぷ
ノ
稽
古
ス
笠
グ
、
-

ト
ス
此
活
字
刷
印
ノ
第
一
蒋
ナ
リ

一
子
宕
活
宇
7
肛
朝
鮮
因
瞥
方
泊
漿
二
百
六

r」
へ
在

J
彫
印
入
今
其
宇
ヲ
威
ス
ニ
至
レ
リ
其
示
字
’
式

ハ

武

英

股

表

珍

版

二

本

ツ

キ

且

本

邦

近

A
I
梨

ニ
悦
ヒ
更
ニ
エ
夫
ヲ
加

テ

妓
捷
使
ノ
法
ト

セ
リ
吠

疋
類
衆
ハ
浩
禅
ナ
リ
ト
雖
モ
醤
琢
ノ
杏
ナ
ン
パ
9

す

毀
多
カ
ラ
ズ
且
創
意
二

tlf
ク
ン
パ
共
字
干
甚
簡
f

ブ
＿
フ
歪
四
プ
今
徊
騒

7
昂
ス
ル
ニ
ハ
消
人
ノ
倣
宋

木
ヲ
朔
裁
ノ
粉
本

ト

ナ

シ

本

邦

伸

来

ノ

宋

薬

二
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,’↓

,

1
ー

捩
テ
刷
印
ス
ル
時
ノ
散
十
訊
ノ
字
子
ヲ
得
ペ
シ
サ

)
バ
菊
巻
千
秩

7
浚
処
咄
躾
二
茄
ス
ペ
寺
ナ
リ
此

活
字
彫
印
ノ
因
テ
赳
JV
所
ナ

リ

ご
仰
覧
成
ル
ノ
後
ハ
徒
二
字
子

7
栽
ス

JV
モ
益
ナ
シ

サ
レ
バ
古
今
ノ
載
藉
宋
元
版
ノ
世
二
之
ヤ
去
＂
戌
咎

恢

浩

博

ニ

ノ

蓮

俣

刻

ス

ル

ー

能

サ

ル

モ

ノ

或

本

邦
先
裁
ノ
者
脊
多
ク
低
ハ
ラ
ザ
ル
叔
ハ
其
人
ノ
fPPI
＿

ヒ
ニ
因
テ
刷
印
ス
ベ
シ

一

一
也
藉
フ
彫
印
ス
ル

1

邦
紫
ア
．
リ
故
何

人

ノ
嗚
ブ

論
ゼ
ズ
官
允
二
非
ザ
た
モ
ノ
ハ
印
桐
‘
ン

ift
．
ン
姑
＿

ー

ー

．

ー

・

1

9

9

ー＿

j•

―
―
―
丸
ュ
＇
コ
莉
丸
旦
{

い
ー
，

1，
Ii
彦
、i1111ー
H
i
1
i
J
"
9
9
E鉗
．瑶

該

二

告

グ

一
此
屎
ハ
前
條
二
述
ク
JV

返
意
ナ
ン
バ
敢
テ
名
ヲ
祈

・
ヒ
利

7
襟
ク
ノ
梨
二
非
穴
然
レ
沌
巻
峡
移
多
ナ
レ

バ
野
川

モ
亦
少
カ
ラ
・
ス
囚
テ
今
御
陸
一
峡
ノ
信
ヲ

十
二
閲
一
＿
一
方
卜
定
ム
目
條
ヲ
一
蛛
ト
ン
本
文
廿
怨

ヲ
川
一
、
峡
ト
メ
ー
快
成

JV
毎
二
胡
人
二
肘
ご
｀
ン

其
府
二
全
一
カ
ヲ
投
さ
フ
ル
ペ
シ
激
月
ヲ
猜
テ
宵

令
ノ
数
互
二
附
全
ス
ル
ナ
リ
若
同
志
ノ
士
五
大
部

ヲ
引
受
テ
憩
友
知
已
へ
愁
領
ン
グ
ラ
ン
ニ
＾
活
字

ノ
ヲ
、
以
テ
其
周
旋
ノ
努
二
報
ペ
シ
此
叉
予
一
片

99 

ホ
す
こ
と
に
す
る
。

婆
ヽ
心
ノ
所
存
ナ
リ

一
斯
鬼
ハ
多
ク
字
子

7
甜
テ

ft
秩
ヲ
刻
ス
ル
ー

7
要

ト
ス
散
テ
財
利
ヲ
射
ル

1
ヲ
欲
セ
ズ
然
圧
浩
澳
ノ

柑
ヲ
印
ン
薮
簡
ノ
i
子
子
グ
刻
ス
ル

1
ナ
ピ
ハ
一
巳

ノ
カ
ニ
焙
ズ
ペ
キ
ニ
非
ス
因
テ
普
ク
予
ガ
意
旭

7

芦
プ
同
人
ノ
カ
7'
贅
テ
其
ァ
：
ヲ
成
サ
ン

7
希
フ
ノ

f̀‘ 

安
政
乙
卯
一
か
月

が
、
活
字
の
美
し
さ
と
印
刷
の
桔
巧
さ
と
質
閑
と
も
に
邦
木

活
字
版
の
白
盾
と
称
し
て
差
支
え
な
い
出
来
栄
え
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
伝
来
の
内
、
現
東
京
大
学
南
葵
文
爪
蔵
木
は
小
中
村
消
矩
旧

蔵
の

一
本
で
、
こ
丁
半
の
コ
ヨ
リ
綴
じ
に
、
表
紙
に
「
活
字
版
宋

艇
太
平
御
究
印
刷
之
大
怠
」
と
刷
り
、
柱
に
は
「
学
訓
堂
／
漿
珍

版
」
と
刷
り
込
ん
だ
、
こ
れ
又
本
文
と
同
活
字
に
よ
る
別
冊
が
附

さ
れ
る
旨
、
炭
友
キ
ャ
ソ
ペ
ル
打
の
通
報
を
得
た
。
他
で
は
見
た

こ
と
が
な
い
の
で
、

来
の
コ
ピ
ー
を
そ
の
ま
ま
こ
A
に
影
印
で

喜
多
村
旗
災
欺
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安
政
乙
卯
は
同
一
―
年
、
そ
し
て
本
文
末
尾
の
直
寛
自
跛
は
文
久

元
年
に
記
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
間
八
年
を
か
け
て
の
大
出
版
で
あ
っ

た
。
右
の
自
跛
は
森
潤
三
郎
稿
、
「
江
戸
時
代
後
期
に
於
け
る
木

活
字
に
よ
る
三
大
出
版
」
に
全
文
が
引
か
れ
る
。
又
、
福
井
保
著

「
江
戸
幕
府
刊
行
物
」
に
引
か
れ
る
医
学
館
の
記
録
「
医
学
館
帳
」

に
よ
れ
ば
、
直
寛
は
文
久
二
年
三
月
に
木
活
字
九
万
余
個
と
印
刷

道
具
一
式
と
を
医
学
館
に
献
納
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
と
い
う
。
医

学
館
の
以
後
の
印
刷
に
供
さ
れ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
前
に
も
、

同
活
字
で
作
ら
れ
た
学
訓
堂
漿
珍
版
は
、
十
点
ほ
ど
に
も
及
ん
で

お
り
、
直
寛
の
志
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
。
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